
 

1 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  的 : 2020の夏季大会を見据えたテレワークや時差出勤のトライアルを実施し、本番に向けた課題抽

出を図る。 

対 象 者 : 三菱ケミカル社 東京エリア勤務者 約２,０００名 

期  間 : 2020年 1月 14日（火）から 31日（金） 

オリンピック開会式の半年前にあたる 1月 24日をコア日に設定 

実施内容 : テレワークやフレックスを活用することによる時差出勤の推奨 

目標：勤務日 14日間中 7日間の実施 

 

 

NEWS  LETTER 2020.01.29 

「三菱ケミカルは決めました」 シリーズ No.２ 
株式会社三菱ケミカルホールディングス 

TEL：03-6748-7140 

2020年夏季期間を機にテレワーク活用を加速 

1/14 から 31 日まで東京エリア勤務者 約２,０００名を対象にトライアルを実施 

 １月１５日に発表したプレスリリース（https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/news_release/00874.html）の通り、株式会

社三菱ケミカルホールディングスでは、東京都と大会組織委員会が大会期間中の交通混雑緩和に向けて立

ち上げた「２０２０ＴＤＭ推進プロジェクト（https://2020tdm.tokyo/）」による協力要請や従業員の通勤負荷軽減

などを目的に、本年７月２４日から８月９日までの間、役員・従業員の勤務形態を原則テレワークとする

ことを決定しました。 

 これを受けて、事業会社である三菱ケミカル株式会社も、上記期間中、及び８月２５日から９月６日ま

で、東京エリア勤務者約２,０００名を原則時差出勤とし、更なるテレワークの活用を推進します。 

 併せて、夏季期間中にこれらの取り組みを円滑に進めることができるよう、本年１月１４日から３１日

までをトライアル期間とし、下記概要にてテレワーク勤務や時差出勤を推奨します。 

《三菱ケミカル社 夏季大会のテレワーク勤務のトライアル概要》 

宣言 10：テレワークを推進します 

トライアル終了後には従業員にアンケートを行い、活用実績や阻害要因などを調査し改善を進めます。 

 

出社を 

避ける 

ニュースレターでは、人々の暮らしを支える身近な製品・サービスや、経営戦略、ダイバーシティの取組みなど様々なトピックスを

取り上げ、ニュースリリースだけではお伝えしきれない情報を幅広くご紹介します。 

https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/news_release/00874.html
https://2020tdm.tokyo/
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 実施期間 参加実績・全国（％）* 参加実績・東京エリア（％）* 

２０１８年 7/23～7/27 対象者のうち約 30% 対象者のうち約 40% 

２０１９年 7/22～9/6 対象者のうち約 50％ 対象者のうち約 65% 

*アンケート調査による 

 

 

■ 三菱ケミカル社のテレワーク活用の取り組み 

。 

 

 

三菱ケミカル社では、“健康支援”と“働き方改革”を両輪とした『ＫＡＩＴＥＫＩ健康経営』を推進し

ています。これは、「一人ひとりが健康で満足できる働き方」と「一人ひとりがいきいきと能力を発揮でき

る職場環境」を追求することです。こうした三菱ケミカル流の働き方を実現する手段のひとつとして、テ

レワークの活用を推進しています。 

また、２０１７年より総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、内閣官房、内閣府が東京都およ

び関係団体と連携し、２０２０の夏季大会開会式にあたる７月２４日を「テレワーク・デイ」と位置づけ、

働き方改革の国民運動を展開していますが、三菱ケミカル社においても、役員・従業員が制度のメリット

や課題を実感する機会として、２０１８年からこの取り組みに参加しています。 

 

  《三菱ケミカル社「テレワーク・デイズ」参加実績》 

２０１９年の「テレワーク・デイズ」の際に実施したアンケート調査では、約６０％の参加者が「生産

性が向上」と答えたほか、３８％が「特に変わらない（＝職場と同レベルの生産性を維持している）」と回

答。また、「ワークライフバランス」については、「低下した」と感じた参加者はわずか１％にとどまって

おり、徐々にテレワーク勤務の有用性が浸透しつつあることがわかります。 

 

Ｑ．テレワーク勤務において、業務の生産性は向上したか 

向上 5９% 

Ｑ．テレワーク勤務において、ワークライフバランスは向上したか 

《2019 年「テレワーク・デイズ」参加者アンケート》 

三菱ケミカル社では、夏季大会に合わせた今回の対応を機にテレワークの活用をさらに加速させ、デジ

タル通信技術やシステムツールを有効活用した業務プロセスの抜本的な見直しを図ります。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

(株) 三菱ケミカルホールディングス 広報・IR 室 

電話：03-6748-7140 

職場と同レベル 38% 

向上 6９% 職場と同レベル 30% 
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《ご参考》 

『三菱ケミカルは決めました』30 の宣言について 

三菱ケミカルホールディングスでは、従業員・職場の「健康支援」と「働き方改革」を両輪に、“健康”とい

う視点から、企業の最も大切な財産のひとつである従業員の活躍を最大化する『ＫＡＩＴＥＫＩ健康経営』を推

進しています。 

この『ＫＡＩＴＥＫＩ健康経営』の具体的施策の一環として、多様な人材がいきいきと活力高く働ける職場づ

くりを通じて、高い生産性と創造性の基盤を築くことを目的に、『三菱ケミカルは決めました』という３０の宣

言を作成し、その実現に向けて取り組んでいます。 

 


